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生活保護制度の 
フル活用 

６５歳以上を対象とした 
特掃での就労と生活保護の 

最適なミックス 

2 ２０２０年度 事業計画 釜ヶ崎支援機構 

１ ベーシックワークの実現をめざします 

特別清掃事業の拡充 

新型コロナウイルスの影響による 
経済危機に対応できる就労対策 

社
会
化 

現金求人の激減と飯場への囲込み…困窮状態の悪化→
現役層にとっても支え 

倒産、企業によるリストラの深化、非正規雇用の拡大、
一人あたりの労働過密、ＡＩ活用による労働者削減 

働く機会は、社会的つながり／居場所の重要なパーツです。 

偏見の対象になりやすく新型コロナがおさまれば、バッ
シングの怖れ 人によっては自己有用感の低下 

柔
軟
な
運
用 

ホームレ
ス状態と
孤立のな
い社会の
実現へ 

ホームレス状態の長期化・高齢化に対応 

・国への提言 
・社会化するコンテンツづくり 
・全国的なゆるやかなムーブメント 

・生活保護制度の有効性  
   を示すための掘り下げ 
・社会参加機会の多様性 
   づくり 
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２ 不安定労働・居住、ホームレス状態、多様な困難を持つ方のヨリドコロを作ります。 

２０２５年大阪ホームレス就業支援センターの移転予定→新労働施設へ 

休眠預金助成② 
脱・孤立のための助成プログラム 
多様な社会的孤立に対応できるヨリドコ機能の構築 

中間的就労 
の拡充 

簡易宿所を頼りに釜ヶ崎で 
生活する若年の派遣労働者 
・パートアルバイト 

ひきこもり状態の人 

ネットカフェ生活者 

オンラインヨリドコ 

内職 
センター 

自転車 
リサイ 
クル 

イベント 

剪定 
営繕 

協力企業 

起業コラボレーション型 

相談支援 

「釜ヶ崎＝サービスハブ」の深化をめざし、ワンストップサービスの基礎を強化します。 

府不安定労
働者就労支
援事業の 
活用 

簡易宿所等 
住まいの資源 

支援団体の集中 
西成労働 
福祉センター 

あいりん 
職安 

寄り場 
旧センター北側 

コミュニティセン
ター 

釜ヶ崎＝サービスハブ 

多様な生きづらさを抱えた
当事者の自助グループ・
居場所づくり支援 

休眠預金助成① 
萩ノ茶屋地域ひと・まち・いきいきリカバリー事業 

地域に開か
れた居場所・
社会参加 ・相談支援事業部 

・お仕事支援部 
・どーん！と西成 

・あいりんシェルター 
・ひと花センター 

特別 
清掃 

多様な生きづらさを 
抱えた人…ＬＧＢＴ、

出所者、依存症当
事者 



総合支援付き居住サポート 
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３ 新型コロナ・ウイルスの経済への影響で新たに仕事・住まいを失う方を支えます。 

住まいとくらし緊急サポートプロジェクトＯＳＡＫＡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クラウドファンディングで、支援者数５２２人目標金額の１２４％、 
７,１５３,４８０円を達成。 

５月までに相談会３回、相談に来られた方８０人、ＷＥＢ相談２４人、
宿泊支援３９人２２０泊、居宅確保３２人、 
就労支援実施１３人 

大阪の２１団体、幅広い連携で。 

今後も緊急相談を継続すると共に、東京アンブレラ基金に学び
つつ、多様な支援団体が緊急宿泊に活用できる仕組みとして基
金化をめざします。 

緊急宿泊・居宅確保に加えて、総合的な支援が必要な方への居住支援 

釜ヶ崎周辺でのサブリースで１０室より開始。若年の方、ひとり親世帯への就労支援の充実。 

国の居宅生活移行緊急支援事業の活用をめざします。 

新しい居住支援モデルにチャレンジするとともに、釜ヶ崎
が多様な人々を受け止めることができるまちでありつづけ
られるよう支えます。 
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４ 感染症対策の推進 医療制度への提言 回復力ある地域づくり 

特別清掃 あいりんシェルター 

命と生活を支えるため、中止できない事業 支援・生活保護へと広く開かれた入り口 

生活保護を希望しない人にとって、生活 
の拠点 

ホームレス状態に至ってしまった人の緊 
急の受け入れ 

就労・医療・生活保護へ進むステップ 

大阪社会 
医療センター 

孤立を防ぐ安否確認機能 

検温・体調の聞き取り・消毒 

新型コロナウイルス対策をバネにホームレス生活者・生活困窮者の医療支援の底上げをめざします。 

①車両乗り込み人数減、地域内への編入、 
マスク着用・換気の徹底 
②受付場所等の分散 
③熱中症対策や高齢者向けの安全衛生の 
  徹底 
 

①利用カードの発行と利便性の向上・医療 
との連携システム ②ベッドの固定 
③カーテンの設置 ④簡易宿所の活用 
⑤聴き取り・相談支援の強化 
 

●保護施設等における感染拡大防止対 
  策に係る支援（令和２年度第二次補正予算） 

●萩ノ茶屋地域ひと・まち・いきいきリカ 
  バリー事業 
 
 

簡易宿所・サポー 
ティブハウス等 
居住資源 
高齢者の集住…感染した場 
合の危険度が高い。 
若年者…無保険、宿代が払 
えても医療費が払えない等 
の問題…医療扶助単給が必 
要 

市営住宅・地域の中に 
ある高齢化や孤立 

●特別清掃の意義の社会化。社会化で 
  きるコンテンツづくりの推進。Withコロナ 
  時代に孤立を防ぎ社会参加することの 
  価値を掘り下げる。 

強力な連携 

医療支援のベースアップ 
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５ 仕事づくりを進めます 

ワーカーズコープとの連携 

フリーヘルプとの連携 

東田ろーじの店舗改装を極めて簡素なものに変更 急いで、働く機会／小規模居場所の複数化／ 
持続可能なリサイクル・寄付文化の地域での構築 

西成にワーカーズコープ 
センター事業団設立の予定 

 

働くグループ
の形成 

 
あいりん職安施設 
管理／交通誘導 

 
軽易な請負仕事 

 

特別清掃 

釜ヶ崎支援機構とＪＶ 

相談支援事業部 

府民の森、府営公園の新しい指定管理制度へ提案 

労働者協同組合法 ソーシャルファーム等に基づく全国の動き 

お仕事支援部 

どーん！と西成 

ひと花センター 

地域の公共的施設におけるユニバーサル就労の推進 


